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大津川水系河川整備計画（変更原案）に関する主な指摘事項と対応
	番号
	項
	指　摘　事　項
	対　　応

	1
	本編

P.2

15行目
	年平均降水量の全国平均は1600mmとあるが、こんなに少ないのか？
	一般的な年平均降水量1700mm（1971～2000の156地点の平均値）に修正しました。

	2
	本編
P.3
27行目～
	土地利用の記載における「山林・荒地」などの用途を正式名称に統一すること。
	「森林・荒地」、「宅地」、「農地」に統一しました。（国土数値情報　土地利用３次メッシュ）

	3
	本編

P.7
15行目
	『「ダムに頼らない河川改修」を選択することとしました』は、「ダム事業を中止しました」など、直接的な記載とすること。
	「ダム事業を中止しました」に修正しました。

	4
	本編

P.8
18行目～
	水質における類型の説明を石津川水系河川整備計画に併せて、記載すること。
	以下のとおり統一した記載としました。
AA及びA類型：イワナ、ヤマメなどの
生息に適した

B類型：アユなどの生息に適した

C類型：コイ、フナ類の生息に適した

D及びE類型：魚の生息に適さない

	5
	本編
P.12

24行目～
	治水目標に配慮しとあるが、目標未達成を折り込んだ表現となっている。
「本計画は、大阪府で定めた当面の治水目標に配慮し、かつ流域の社会状況、自然環境、河道状況に応じて策定しています。

本計画の適用にあたっては、策定後にこれらの状況の変化や新たな知見・技術の進捗等の変化に応じて、適宜、河川整備計画の見直しを行うものとします。」
	以下のとおり修正しました。
「本計画は、治水・利水・環境の目標を達成するために、現時点での流域の社会状況、自然環境、河道状況に応じて策定しており、今後、これらの状況の変化や新たな知見・技術の進捗等の変化に応じて、適宜、見直しを行うものとします。」

	6
	本編

P.15～

表2.2～2.4
	「みお筋の復元」とあるが、違和感があるため、他の表現を検討すること。
	「みお筋の復元」⇒「河床の平坦化を避け、瀬や淵の形成に配慮する」に修正しました。

	７
	本編

P18

表2.5～
	東槇尾川については、耐水型整備区間として柔軟な治水手法の一部として部分改修することがわかるような表現とすべき。
	整備内容に以下を記載しました。

「耐水型整備区間に位置付け、人命への影響を最優先に堤防整備を行うとともに、必要な対策を講じることで浸水被害の解消を図ります。」

	８
	参考資料
P.34
	和泉市総合計画のゾーニングが大津川流域でどこか分かるようにすること。
	和泉市総合計画のゾーニングを参考資料に掲載しました。

	９
	参考資料
P.39
	槇尾川の当面の治水目標の設定資料を記載すること。
	治水目標の設定資料を掲載しました。

（H22第2回委員会資料）

	10
	参考資料
P.46～
	B/Cを記載する必要性は？必要であれば、便益算定時点を整理すること。
	他の整備計画においてもB/Cを記載していないため、削除しました。

	11
	参考資料
P.53～

注釈
	施設の設計に際して、縦断勾配や湾曲部などの現況の洗掘箇所について構造上の配慮を参考資料に記載できないか？
	参考資料に以下を記載しました。

「※施設の設計に当っては、河川縦断勾配や曲線等平面形状による洗掘等を考慮した構造を検討する」

	12
	参考資料
P.58
図3.2.1
	洪水リスク表示図の公表をもっとPRすること。
	参考資料に洪水リスク開示状況の写真を掲載しました。


※第3回河川整備審議会以降の訂正箇所については整備計画に朱書きしています。
※審議会及び各委員個別のご指摘を受けて整備計画に反映した箇所は、下線を引いています。
※その他、語句の修正に関するご指摘への対応については、整備計画をご確認ください。
